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令
和
５
年
度
第
一
回
大
潟
区

地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
大
潟

区
に
お
け
る
『
地
域
活
性
化
の

方
向
性
』
に
つ
い
て
審
議
し
、

決
定
し
ま
し
た
。 

 

『
地
域
活
性
化
の
方
向
性
』

と
は
、
地
域
協
議
会
が
地
域
の

活
力
の
向
上
に
向
け
た
議
論
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
委
員
間
の 

－１－ 

認
識
の
共
有
は
も
と
よ
り
、
地
域

協
議
会
と
市
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
市
に
お
け
る
取
組
の
企
画

の
参
考
と
す
る
た
め
、
地
域
に
お

い
て
特
に
重
視
し
た
い
こ
と
、
大

切
に
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
担
当

課
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
作
成
し

た
も
の
で
す
。 

大潟区における「地域活性化の方向性」 
 

≪大潟区の地域活性化に向けて≫ 

自然をいかし、いのちを活かす       

心なごむ潮騒のまち大潟を育む 

構成要素

 

  
内 容 分 類 

① 

生活に潤いを与える大切

な環境財産として、大潟

の水と緑を守り育てる 

自然と調和の

とれた居住環

境の整備 

② 

鵜の浜温泉、北國街道・

潟町宿をはじめとする大

潟の歴史遺産や観光資源

の魅力を発信 

地域の魅力の

向上 

③ 

小山作之助をはじめ、地

域で活躍した人々の偉業

を後世に継承 

偉人 

④ 

住民活動やスポーツ・文

化活動の中で育まれた住

民相互の交流をまちづく

りへの参画へと繋げる 

まちづくり 

⑤ 

元気で長生きを目指すた

め、いきいきサロンをは

じめとした生きがいづく

りや健康管理の充実 

福祉 
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利
活
用
の
促
進
た
め
に 

 
 

 
 

 

地
域
住
民
が
協
力 

 

５
月
２７

日
（
土
）
大
潟
区
の
温
浴
施
設

『
大
潟
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
鵜
の
浜
人
魚

館
』
に
お
い
て
、
人
魚
館
の
運
営
を
お
手
伝

い
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
人
魚
館
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
総
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

 

ネ
ク
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
上
越
（
株
）
社
長
、

大
潟
区
総
合
事
務
所
長
、
大
潟
商
工
会
長
を

は
じ
め
、
大
潟
区
の
各
住
民
団
体
、
地
元
の

九
戸
浜
町
内
会
長
が
来
賓
と
し
て
参
列
さ
れ

ま
し
た
。 

 

大
潟
区
地
域
協
議
会
で
は
、
自
主
的
審
議

事
項
の
テ
ー
マ
と
し
て
鵜
の
浜
人
魚
館
の
利

活
用
の
促
進
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
協
議
を
重
ね
、
市
長
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
有
志
５
人
が
、
「
地
域
の
宝
と

し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
、

人
魚
館
の
活
性
化
を
応
援
し
よ
う
。
」
と
人

魚
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
準
備
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
は
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
仲
間
を
集
め
よ
う
と
「
人
魚
館
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集
！
」
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
大
潟

区
内
の
全
世
帯
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
人
魚
館
に
は
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

準
備
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
設
立
総
会

ま
で
に
３２

人
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

設
立
総
会
で
は
、
準
備
会
設
立
の
経
過
の

報
告
、
議
案
の
提
案
、
質
疑
応
答
・
意
見
交

換
を
経
て
、
正
式
な
発
足
が
満
場
一
致
で
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
８
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
て
、

会
計
監
査
の
設
置
や
４
つ
の
部
会
の
活
動
の

具
体
化
を
協
議
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

■
部
会
と
事
業
内
容 

  

○
環
境
整
備
関
係
部
会 

 
 

 

施
設
内
外
の
環
境
整
備 

 

○
健
康
教
室
関
係
部
会 

 
 

 

健
康
教
室
の
企
画
・
運
営 

 

○
イ
ベ
ン
ト
関
係
部
会 

 
 

 

イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・
運
営 

 

○
情
報
発
信
関
係
部
会 

 
 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
発
信
、
Ｐ
Ｒ
事
業 

 

サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
組
織
体
制 

 

６
月
２７

日
（
火
）
、
人
魚
館
の
休
館
日
に
あ

わ
せ
て
、
人
魚
館
の
職
員
と
共
に
駐
車
場
脇
の

公
園
内
の
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
の
早
朝
は
強
い
雨
で
作
業
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
予
定
よ
り
３０

分
遅
れ
で
作
業
を
開

始
し
、
休
憩
を
挟
み
１
時
間
３０

分
か
け
て
草
刈

り
と
収
集
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

人
魚
館
職
員
５
人
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の

環
境
整
備
部
会
７
人
が
参
加
し
、
各
々
持
参
し

た
草
刈
り
機
で
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
は
、
職
員
２
～
３
人
で
広
い
敷
地
の

草
刈
り
を
や
っ
て
い
る
と
聞
き
、
参
加
者
は
大

変
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
よ
う
で
す
。
大
勢

で
作
業
を
行
う
と
短
時
間
で
み
る
み
る
綺
麗
に

な
っ
て
い
く
の
は
驚
き
で
し
た
。 

活
動
第
１
弾 

草
刈
り
に
協
力 
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人
魚
館
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！ 

 

人
魚
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
目

的
は
、
人
魚
館
を
「
地
域
の
宝
」
と
し

て
残
し
て
い
く
た
め
に
、
大
潟
区
を
は

じ
め
近
隣
住
民
な
ど
多
く
の
方
た
ち
が

関
わ
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
す
。 

 

設
立
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
こ
こ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

 

地
域
の
中
だ
け
で
な
く
、
周
辺
と
連

携
し
て
支
援
体
制
を
つ
く
り
、
多
く
の

市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
れ
る
よ
う
、

様
々
な
機
会
に
市
民
の
声
を
反
映
で
き

る
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

人
魚
館
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

多
く
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

○
活
動
場
所 

 

 

人
魚
館
の
内
部
・
及
び
敷
地
内
周
辺 

○
対
象 

 

大
潟
区
在
住
・
在
勤
・
通
学
者 

 

年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん 

○
活
動
内
容 

 

草
刈
り
、
花
植
え
、
イ
ベ
ン
ト
の 

 

企
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発 

 

信
、
簡
単
な
修
繕
作
業 

○
会
費 

 

５
０
０
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加 

 

入
費
等
と
な
り
ま
す
） 

○
問
い
合
わ
せ
・
登
録
受
付
先 

 

☎
０
２
５
・
５
３
４
・
６
２
１
１ 

 

人
魚
館
：
小
山
、
水
澤 

地
域
自
治
の
推
進
に
向
け
た 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力 

  

市
で
は
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め

て
、
地
域
で
実
行
す
る
仕
組
み
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
町
内
会
長
協
議
会
他
各
団
体
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
報
告
は
任
意
で
し
た
が
、
各
区

の
地
域
協
議
会
に
も
同
様
に
依
頼
が
あ

り
報
告
は
必
須
で
し
た
。 

  

内
容
に
つ
い
て
は
、 

①
地
域
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め 

必
要
な
こ
と
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た

め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て 

②
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
の
役
割
、
問

題
点
や
課
題
、
人
材
、
地
域
の
多
様
な

意
見
の
把
握
方
法
に
つ
い
て 

③
総
合
事
務
所
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
役
割
へ
の
期
待
、
機
能
、
地
域

と
の
関
わ
り
方 

④
地
域
自
治
区
の
区
域
に
つ
い
て 

⑤
地
域
の
独
自
予
算
に
つ
い
て 

な
ど
で
し
た
。 

  

ど
れ
も
現
状
は
厳
し
く
頭
を
悩
ま
せ

る
問
題
ば
か
り
で
あ
り
、
各
委
員
も
頭

を
捻
り
な
が
ら
の
協
力
で
し
た
。 

 

ど
の
地
区
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
の
活
力
を
上
げ
る
ど
こ

ろ
か
維
持
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
動
き
ま

し
ょ
う
。 

 地域の課題を解決し、活力の向上を図るため、今年度から地域独自の予算を

活用した取組を実施しています。令和５年度に大潟区では、「大潟区散策ルー

ト作成事業」、「鵜の浜温泉色彩音楽花火事業」が実施されます。 

 地域独自の予算の提案は、年間を通じて随時受け付けています。 

 （令和６年度の取組の受付は８月末までです。） 

 地域の資源を活用した取組や、地域の暮らしやすさにつながる取組を考えて

いる場合には、お気軽に大潟区総合事務所総務・地域振興グループへご相談く

ださい。地域と市が一緒に企画を練り上げて取組を実施します。 
 

     
提案できる団体  

 

 ○市内で活動する団体及び法人 

 （政治活動や宗教活動を目的とする 

  団体等は含みません） 

 ○地域協議会 

 

補助率の上限  
 

 対象経費の 

 １０分の７を支援します 

 （金額の上限なし） 



▼
コ
ロ
ナ
５
類
感
染
症
に
移
行
し
て

か
ら
、
各
地
域
・
職
場
で
行
事
や
暑

気
払
い
・
納
涼
会
が
開
催
さ
れ
活
気

が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
▼
し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
通
り
、
マ
ス
ク
着
用
と
う
が
い
・
手
洗

い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
▼
地
域
協
議
会
で

は
、
新
た
な
自
主
的
審
議
事
項
「
大
潟
野
外

活
動
施
設
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
」
の
協

議
に
入
り
ま
し
た
▼
任
期
最
後
の
自
主
的
審

議
事
項
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
地
域

活
性
化
に
役
立
て
る
ま
と
め
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
▼
そ
れ
に
は
、
地
域
協
議
会

も
意
思
の
疎
通
を
目
的
と
し
た
懇
親
会
を
す

べ
き
か
な
？ 

 

（
金
澤
信
夫
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
委
員 

金
澤
信
夫
・
五
十
嵐
公
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
嵐
郁
代
・
俵
木
晴
之 

 
 

編集後記 
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大潟区地域協議会の開催状況（令和5年４月～令和5年６月）  

協議会だより 第5４号 

第1回 4月27日  

（木） 

①地域活性化の方向性について 

②自主的審議事項について 

③（仮）人魚館サポーターズクラブ準備会からの報告 

第2回 

 

 

 

 

 5月25日 

（木） 

①自主的審議事項について  

②地域自治の推進に向けたアンケート調査について 

③（仮）人魚館サポーターズクラブ準備会からの報告 

④市議会議員との意見交換会について 

 

第3回  6月22日  

（木） 

①第２次上越市総合交通計画後期計画の策定について 

②自主的審議事項について「大潟野外活動施設の今後の活用について」 

③人魚館サポーターズクラブからの報告 

 視察・勉強会・研修会などの開催状況（令和5年4月～令和５年6月）  

自主的審議事項における 

現地視察 

６月１８日（日） 

  ２０日（火） 

大潟野外活動施設の視察（大潟区四ツ屋浜） 

自
主
的
審
議
事
項 

大
潟
野
外
活
動
施
設
の 

 
 

 

今
後
の
活
用
に
つ
い
て 

 

令
和
５
年
度
第
２
回
大
潟
区
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、

委
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
１１

項
目
の
自
主
的
審
議
事
項
の

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
１
つ
を
選
定
を
す
る
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
大
潟
野
外
活
動
施
設
の
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

第
３
回
大
潟
区
地
域
協
議
会
で
は
、
市
か
ら
「
施
設
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
受
け
た
後
、
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
議
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

当
該
施
設
は
、
大
潟
区
の
観
光
・
教
育
の
主
要
施
設
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
開
設
後
約
４０

年

が
経
過
し
、
遊
具
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

な
お
、
第
４
次
上
越
市
公
の
施
設
の
適
正
配
置
計
画
に
お

い
て
、
地
域
団
体
へ
貸
付
又
は
譲
渡
す
る
と
の
方
向
性
が

示
さ
れ
て
ま
す
。
現
在
、
指
定
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
大

潟
観
光
協
会
が
、
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
貸
付
又
は
譲

渡
を
受
け
て
協
会
の
事
業
と
し
て
実
施
可
能
か
ど
う
か
を

検
討
中
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

大潟野外活動施設

現地視察 

地
域
協
議
会
を 

 
 

 

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

 

地
域
協
議
会
は
、
ど
な
た
で
も
自
由

に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

開
催
日
程
は
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 詳

細
は
大
潟
区
総
務
・
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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昨
年
度
、
大
潟
町
小
学
校
の
４
年
生
の
皆
さ
ん
が
「
み

り
ょ
く
が
た
く
さ
ん
大
潟
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
し
て
作
成
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
、
公
の
施
設
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 


